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＝NEWS＝三三

世界の異常天候とその影響評価（21）

（Climate　Impact　Assessmept，October，1985）

1．プエルトリコー熱帯低気圧

　　　10月6日～7日に熱帯低気圧Isabe1が大雨をも

　　たらし，プエルトリコの南部と中部では洪水と地滑

　　りが生じた．このため，死者・行方不明は数百人と

　伝えられ，広い範囲で資産の被害が生じた．港町ポ

　　ンス（人口は16万人以上）を含む多くの地域が合衆

　　国の災害地域に指定された．

2．西太平洋一台風

　　西太平洋では今年の夏は台風の発生はやや少なか

　　ったが，10月に入ると急に増加した．、ベトナム中部

　　では，10月初めに台風‡9号（Andy）が大雨を降ら

　せ，10月半ばに台風21号（Ceci1）が襲来した．。この

　ため，’農作物，家屋，通信関係に大ぎな被害が生じ

　た．台風21号はその後西方に移動してタイの北部と

　　中部に大雨と洪水をもたらした．

　　台風22号（Dot）は，一時250km／時（約70m／

　秒）もの風速となったが，10月19日にルソン島を通
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　過したときには，風速は115km／時（約32m／秒）

　にまで衰えていた．勢力が弱かっ驚にもかかわら

　ず，洪水が発生したため，31人が死亡し，数千人が

・家を失い，数千人が避難した．数日後！こは台風24号

　（Faye）がルソン島の北東部の海岸をかすめて通過

　した．、22号と24号による被害は予想外に小さいよう

　である．

注：上記各項目の番号は図中の番号に対応している．

　　　　　　　　　　（気候変動対策室　真野裕三）
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